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よって左折して南流した流水は，現在の淀川と

して残り，右折して北流した流水は，その後安

威川に合流したものと思われます．現在，この

砂州の中央部を神崎川が貫流していますが，こ

の神崎川は，明治11年に開削されたものです．

図13は，明治18年測量の仮製版地図をもとにし

て，この流路を復元してみたものです．図にみ

るように，それ以前の淀川は，一津屋付近で南

北に分流しておりました．北流する分流は，こ

の砂州の後背湿地を流れて別
べ

府
ふ

付近で安威川に

合流しておりましたが，ここは後に，和気清麻

呂によって開削されております．いわゆる三国

川（神崎川）の開削（捷水路工事）です．その当

時，北流する淀川の分流は，流量が非常に少な

く，主たる流れは，南流して守口付近を西に向

かい現在の淀川の流路を流れていました．清麻

呂は，北流する流路の流量を増して船の運行を

たすけるために，この三国川の開削工事を行な

ったものと思われます． 

 

⑤河内潟の時代（約3,000～2000年前） 

 

チリメンユキガイの生息環境 

藤野 次は図14・図15の河内潟の時代で，これ

は半淡水性の貝化石がでることにより，海から

潟になっていることがわかるわけですね．それ

にしても，淡路新町にでてくるチリメンユキガ

イというのがちょっと気になりますね．これは

南方の暖かい海のものだということでしょう． 

市原 そうです． 

編集 本文を読むと，淡路新町だけしかでてこ

ないようですが，ほかはどうなんでしょう． 

市原 淡路新町以外からもでるんですよ．チリ

メンユキガイが一番最初に見つかったのは難波

の高島屋の地下の難波貝層からなんです．その

絶対年代はわかってはいませんが，5,000年と

か6,000年くらい前のものと思います．ただ淡

路新町ではそれがこの時代に非常に多産するわ

けです．ここは，大阪でチリメンユキガイの貝

化石が一番たくさん産出した場所です．高島屋

のところではわずかしかでていません． 

編集 大阪しか出てきてないというのはどうい

うわけなんでしょう． 

市原 おそらく有明海の沖積層なんかには，調

べればでてくると思いますよ．チリメンユキガ

イは真水と海水の入りまじる汽水域にのみ生息

するものですから，大阪の場合，特に条件がよ

かったんじゃないでしょうか．それと気候が温

暖だった．両方だと思います．でも，この貝が

たくさん出たからといって，直ちにその時代が

非常に亜熱帯的であったという結論はでないと

思います．しかし決して寒くはない．やっぱり

暖かいでしょうね．地理の方には，この時代は

どちらかというと小海退の時期で寒かったんじ

ゃないかという人もいますが，他方では暖かか

った方が都合がいいんだという人もいるんです

定説はありません． 

編集 しかし，こういうデータで言う方が強い

でしょう． 

市原 強いです．私は暖かかっただろうと思っ 

図14－大阪平野の古地理図 <梶山・市原> 図15－地質柱状図 
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ています．この時期は2,260年前ですから，ち

ょうど縄文の終りから弥生のはじめぐらいです． 

編集 この時代，食糧としては貝はセタシジミ

でしょう． 

市原 セタシジミとかハイガイとかですね．日

下の遺跡は3,000年ぐらい前のものですけれど

も，セタシジミが99％ぐらいで圧倒的です．残

りがハイガイなどですね． 

編集 セタシジミは淡水性でしようから，どこ

かに湖でもあってそこに生息していたのでしょ

うか． 

市原 恐らく淀川水系の周辺にすんでいたんじ

ゃないですか．セタシジミはたくさんいていい

はずです． 

藤野 これは河内潟といっても，その全部が汽

水とは言えないかもしれませんね． 

市原 一部分は当然淡水でしょう． 

編集 森小路のところのデルタは，淀川の流路

がないとおかしいのではないのですか． 

市原 当然そこは淀川のデルタとして発達した

わけですが，梶山さんの考えでは，すでにこの

時代にはこの流路は主流ではなくなってしまっ

たとみなしておられるのでしょう． 

編集 いままでの３つの古地理図をみています

と，いずれの時期でも大和川系統よりも淀川の

デルタの方が，その発達が著じるしいようです

が，これはやはり土砂の流出量ですか．それと

も河内平野の南の方が北部より底が深いのでし

ょうか． 

市原 大和川の本流は，亀の瀬の峡谷でダム・

アップされて，奈良盆地には沼沢があったこと

がわかっています．大和川のデルタは，大和川

本流と支流の石川が流出する土砂によって発達

しますが，大和川本流が流出する土砂は，その

かなりの部分が奈良盆地側の沼沢に堆積したの

で，大和川のデルタの発達は，淀川のデルタの

発達にくらべてゆるやかだったのでしょう．も

ちろん淀川でも，宇治川・桂川は上流に琵琶湖

・亀岡盆地といった土砂の沈殿池をもっている

のですが，木津川の土砂流出量が大きいのです． 

日下貝塚の試料は日下遺跡（標高25ｍ）の地表

下0.7ｍから採取した貝塚中の貝殻である．日

下遺跡は縄文時代晩期から弥生時代にわたるも

のであるが，試料の14Ｃ年代は3,060±110年

Ｂ.Ｐ.で，縄文時代中期・晩期境界付近の年代値

を示している．貝塚を構成している貝殻には，

セタシジミ（Corbicula sandai）・ハマグリ・

マガキなど淡水棲・海棲貝の両者がみとめられ

るが，その99％をしめるものはセタシジミであ

る．当時，河内平野には潟が拡がり，淀川水系

の流入とともに，その奥部にはセタシジミの棲

息しうる淡水域が存在したと推定される． 

庭窪-Ⅱの試料は，前項で説明した浄水場工事

現場のマガキ含有層の上位にのる植物遺体片を

含有する淡水成砂層（地表下3.0～3.5ｍ）から

採取した材化石である．この材化石の14Ｃ年代

は2,820±90年Ｂ.Ｐ.である．本植物遺体片含有

砂層は三角州の発達にともなって，河川ぞいに

堆積した地層であろう． 

藻川-Ⅰの試料は，前々項でのべた材片の密集

した青灰色砂層をおおう砂礫層(厚さ６ｍ)基底

部産の材化石であって，その14Ｃ年代は2,700

±90年Ｂ.Ｐ.である．この砂礫層は自然堤防を

構成している（藤田和夫，1966）． 

南森町の試料は，南森町交叉点南方100ｍの地

点の工事現場で，地表下4.0ｍに伏在する天満

層を不整合におおう砂層中の腐植土（地表下

3.5ｍ）である．試料の14Ｃ年代は2,270±100年

Ｂ.Ｐ.である．腐植土層より下位の砂層は砂州，

上位の砂層は砂丘層である可能性が大きい． 

淡路新町の試料は大阪市下水暗渠工事現場から

採取したものである．ここでは，地表下7.5ｍ

にチリメンユキガイ（Standella capillacea）・

ハマグリ・マツヤマワスレなどをふくむ粘土質

細砂層がある．淡路新町-Ⅰの試料はこの粘土

質細砂層中の貝殻で，その14Ｃ年代は2,260±90

年Ｂ.Ｐ.である．チリメンユキガイは現在ではイ

ンド・フィリッピン・台湾の半淡水に生きてい

る貝であって，日本では大阪の沖積層のみから

その産出が知られている．含貝化石粘土質細砂

層の上位には砂礫層（0.5ｍ）・泥炭層（0.1ｍ）

・砂層（4.5ｍ）がかさなり，泥炭層には琵琶

湖水系淡水貝がふくまれている．この淡水貝殻

が淡路新町-Ⅱである．（原文より引用） 

表１－大阪平野の沖積層・遺跡・貝塚産試料の 14Ｃ年代値表 
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⑥河内湖Ⅰの時代（約1,800～1,600年前） 

 

藤野 最後の古地理図が図16・図17の河内湖Ⅰ

の時代で，この時期に湾口が閉ざされて湖にな

ってしまうわけですね． 

市原 淡路新町のところでセタイシガイとか琵

琶湖水系の淡水貝が出てきますから，それが決

めてになって湖になっていたことがわかります．

上町台地から北方にぐんと発達した砂州は，潟

の入口をほとんど閉ざしてしまい，淡水化した

という考えです．この砂州の上方に崇禅寺遺跡

が記されていますが，これは弥生時代末期の住

居跡で，当時ここは陸化していて，人々が生活

を営んでいたことを物語っています．河内湖の

水は，庄内の東方で現在の神崎川の水路をとお

って大阪湾に流れていたのでしょう． 

編集 原図では深野池と新開池のところに三重

の線がひいてありますが，どういう意味ですか． 

市原 それは，ずっと後の時代にまで残される

深野池とか新開池は，当時の水域の中にあると

いうことを示したものです．というのは，河内

湖はこの時期以降，淀川・古川・寝屋川・大和

川・東除川・西除川などによって埋めたてられ

ていくわけですが，最後までこの二つの池が残

るので，そのことを示したかったわけです．表

現上，余りまぎらわしいようでしたら，その線

はとっていただいてさしつかえないのです．た

だし本文にも書いておきましたように，「弥生

時代の遺跡が低地に急激に進出する河内潟の時

代・河内湖Ⅰの時代の古地理図では，汀線と低

地遺跡との関係を正確に復元することは困難で

あった．これらの図に包含される時間が相当長

い期間にわたることも，困難の一因であるが，

水深の浅い内湾・潟・湖に，土砂流出量の多い

川が流れ込み，州がつぎつぎに成長するような

地帯では，複雑な汀線が出現するのが常である．

この出入の多い汀線を正確に復元するには，確

実な遺跡を数多く見出すことが必要である．将

来，データが蓄積されるにつれて，汀線は書き

改められてゆくであろう」というわけなんです． 

⑦河内湖Ⅱの時代（古墳時代中期～奈良時代） 

 

藤野 河内湖Ⅰの時代に続く河内湖Ⅱの時代と

いうのは，どういった特徴から分けられたので

すか． 

市原 大川の堀江が開削されてから後の河内湖

を河内湖Ⅱの時代とよんでいるのです．という

のは，この開削によって川の流路が変わり，河

内湖の水域の状況も変わってくるからです．図

16にみるように淀川のデルタが発達して，上町

台地から北方に長くのびた砂州に近づきます．

そして遂には，淀川はこの砂州を横断し新しい

水路を開いて大阪湾に流れ出します．この新水

路がかっての中津川ですが，いづれにしてもそ

れまで北方の庄内の東方を通って大阪湾に流れ

ていた河内湖の水が，この新水路を通るように

なります．しかし一方で淀川のデルタの発達は

やみませんから，しばしば流末が停帯すること

もあったでしょう．このような状況では，おそ

らく洪水時には河内湖の水はこの北にのびた砂 

 

森の宮遺跡（大阪市東区森の宮市立労働会館内）

の試料は出土したセタシジミの貝殻で，その

14Ｃ年代は1,800±120年Ｂ.Ｐ.である．本遺跡は

弥生時代のものである． 

淡路新町-Ⅱの試料は，前項で説明した地表下

7.0ｍ の泥炭層（厚さ0.1ｍ）にふくまれてい

る淡水貝化石で，その 14Ｃ年代は 1,610±80年

Ｂ.Ｐ.である．これらの淡水貝化石群集はオト

コタテボシ（Inversidens brandti）・セタイシ

ガイ（Inversidens hirasei）・イケチョウガイ

（Hyriopsis schlegeli）・セタシジミなど琵琶湖

水系の種で構成されている．泥炭層の上にかさ

なる砂層も，その最下位（地表下6.6ｍ付近ま

で）にセタシジミをふくむ．泥炭層より上位の

地層は湖沼成～河成層である．（原文より引用） 

図16－大阪平野の古地理図 <梶山・市原> 図17－地質柱状図 
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州のうちでもその最も低いところを求め，そこ

から自然に西方の大阪湾へ溢れでていただろう

と思います．その低いところというのが砂州の

つけ根のところ，大阪城の北の個所です．です

から当時の人々が「河の水横にながれて流末と

からず，いささか霖雨にあえば海潮逆上りて」

という状況の中で，この自然につくられた溢水

個所をさらに掘り下げて，流れをよくしようと

したことはきわめて自然のことと思われます．

このようにしていわゆる難波の堀江（現在の大

川）が開削されると，淀川の川水の一部は，そ

れまで河内湖の水が北流していた水域を反対に

南流し，河内湖の水と一緒になって，この開削

された大川を通って西の海に流れだします．そ

の結果，この大川の開削部付近から北方の河内

湖の水域は，穏やかな安定した水域となって，

奈良時代くらいまでは船舶のよい碇泊地となっ

たことと思います．いわゆる長柄の船瀬です．

そこで，この時代を河内湖Ⅱの時代とよんでい

るわけです． 

編集 難波宮のところに，14Ｃ年代が２つ記さ

れていますが…… 

市原 難波宮の材の14Ｃ年代は，難波宮を発掘

された山根徳太郎先生がご自身で学習院大学の

木越先生のところへ試料を送って測定を依頼さ

れたものです．それを，この図に使わせてもら

ったのです．この古地理図には，私たちが測定

を依頼したものだけでなく，そういう既存のデ

ータも使いました（表１参照）．最近は14Ｃデー

タもふえましたが，この論文を書いた当時は，

14Ｃのデータはこれだけしかなかったんです．

コード番号も若い数字が多いんです． 

 

⑧大阪平野Ⅰの時代（平安時代～室町時代・江

戸時代初期） 

藤野 河内湖が沖積作用のためにだいたいその

姿を消失し始める頃から，大阪平野の時代がひ

らけてくるわけですね． 

市原 そうですね．河内湖の水域が次第に埋め

たてられて，大川のデルタが西大阪に発達し始

める時代を大阪平野Ⅰの時代とよんでいます．

ただ西大阪に発達する平野の進展にも地史的に

みれば画期があり，Ⅰの時代というのは，図16

に示される沿岸州形成線までの地域を，大川・

中津川・神崎川などの各河川が埋めつくしてゆ

く時代と考えているわけです．大川のデルタの

上には，土佐堀川・堂島川・蜆川が分流し，中

の島・堂島がその中州として発達します．この

意味では，大川の開削というのは，大阪の自然

地理的地形の変遷に大きな影響を及ぼしている

わけです． 

 

⑨大阪平野Ⅱの時代（室町時代・江戸時代初期

以降） 

編集 治岸州形成線というのは，これは本来な

らば，この時代の図で始めてでてくるわけでは

なく，ずっと以前からつくられているものでし

ょう． 

市原 そうなんです．上町台地の西縁に海食崖

がつくられ，その崖の下に波がよせては返す平

坦な波食台をつくります．このような海岸の沖

合には，沿岸州が海岸線とほぼ並行して帯状に

形成されます．ただそれは，だんだんに発達し

てくる．しかもその発達というのは，一つの帯

だけでなく，砂の堆積の進展につれて幾重もの

帯がつくられていくのです．ですから，砂の堆

積が増加して全体が離水し，陸地になったとき

には，もとの沿岸州と沿岸州との間，あるいは

治岸州と海岸との間は，やや凹地状の地形とな

り，たいていはあとあとまで後背湿地として残

されます．沿岸州のあとは微高地としてその跡

を止める場合が多いのです．図16の沿岸州形成

線は，現在の地形にたどれる最も顕著なもので，

その地形は，木津川左岸から中之島付近にのび，

そこでゆるやかに左折して尼崎市の金楽寺付近

まで伸びています． 

それで先ほどいいましたように，大川のデルタ

が西大阪に発達し始め，やがてその分流である

各河川や，その北方の中津川や神崎川がこの沿

岸州形成線をつぎつぎに通りこすときがきます．

以下，本文を引用しますと「各河川が，室町時

代から江戸時代初期にかけての間に，沿岸州形

成線をつぎつぎに通りすぎると，三角州の発達

は急に活発化してくる．すなわち，各河川は前

面に典型的な三角州をつくりながら，現在の海

岸線までの地形を形づくってゆく．上流でそれ

まで沈殿池の用をなしていた河内や豊中方面の

水域が埋めつくされたので，大阪湾に流出する

土砂の量が急激に増加し，いままで主導権をに

ぎっていた前面海域の波浪・海流など沿岸州を

形成する要因よりも，土砂排出量の方が卓越す

るようになったのが，その最も大きい原因とみ

られる．沿岸州形成線より海側に三角州形成が

活発化した時代は現在の大阪平野の時代である． 

筆者らはこの時代を大阪平野Ⅱの時代とよぶこ

とにする．なお，江戸時代中期（1704年）の新

大和川（一般に大和川とよばれている）の開削

は，大阪の三角州地帯の南端に新しい三角州地

帯を追加した． 

沿岸州のあとには，集落が発達し，大阪から西

国にむかう古道が通じるようになる．また，大

阪市中心部には，中之島付近の大川の東西の流

れに直角な水路と平行な水路とが，戦国時代か

ら江戸時代に盛んに掘られたが，これらは，比

較的土地の低いところを選んで開削されたこと

が考えられる．まず，大阪城の外堀として掘ら

れた東横堀やその西に平行する西横堀は後背湿

地の跡とみられ，その間にある船場・島の内は

沿岸州，道頓堀は潮口の跡とみられるのであ

る」― 

藤野 最後にお訊ねしますが，この古地理図を

まとめられるのにどのくらいの年月がかかって

おられるのでしょうか． 

市原 大阪市大の理学部に地学教室ができたと

きに梶山さんと知りあって，それ以来一緒に考

えてきたんですが，最初は何にも判らなくて五

里霧中の状態で出発し，結局，まとめあげるの

に20年以上かかっております． 

編集 この辺で終りたいと思います．本日は長

いことどうも有難うございました． 




